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▶概要
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スクリューウエイト貫入試験

このたびは下記概要に示しました地盤調査をご依頼いただきまして、誠にありがとうございます。現地ではスクリュー

ウエイト貫入試験と現地踏査を行い、室内では調査地周辺の既存資料調査を行い、それらをひとつの地盤調査報告書と

してまとめました。本報告書を建築物の安全かつ経済的な設計・施工にお役立ていただけましたら幸いです。
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▶ 
試験装置及び器具試験装置及び器具は、次の通りとする。
スクリューウエイト貫入試験の試験機は、スクリューポイント、ロッド、載荷・回転・引き抜き装置からなり、
スクリューポイントにロッドを介して荷重を載荷したときの荷重と貫入量の関係、及び1kN{100kgf}の荷重で
貫入停止後ロッドを回転させたときの、回転数と貫入量との関係が求められるものとする。

調査方法概要

スクリューウエイト貫入試験 調査方法概要

（１） スクリューポイントは鋼製で、図１に示す形状のものとする。

図１ スクリューポイント

（２） ロッドは鋼製とし、径は19mm±0.2mm、質量は2.0kg/m±0.5kg/mとする。

（３） 載荷装置は、手動式、半自動式、全自動式で以下のとおりとする。なお、荷重の許容誤差は、それぞれの
　　　荷重の値に対して±2％とする。

手動式および半自動式のロッドには、スクリューポイント先端から250mmに目盛を付け、その後、250mmごとに
目盛を付けるものとする。
直線軸からのずれは1mm/m、ロッド結合部でのロッド中心からのずれは0.1mmを超えてはならないものとし、
ロッドを繋いだ状態での隣り合う2本のロッドの角度のずれは、0.005radを超えないものとする。

おもりの例 スクリューウエイト貫入試験 試験機の例（手動式）

① ハンドル、② おもり、③ 載荷用クランプ、④ 底板、
⑤ 継ぎ足しロッド、⑥ スクリューポイント連結ロッド、
⑦ スクリューポイント

1

（ａ）手動式：おもりによって50Ｎ、150Ｎ、250Ｎ、500Ｎ、750Ｎ、及び1kＮの荷重をかけることが
　　　できるものとする。ただし、50Ｎはクランプの自重による。
（ｂ）半自動式：おもり又はおもりと装置自重とを合わせたものによって、ロッドに50Ｎ、150Ｎ、250Ｎ、
　　　500Ｎ、750Ｎ、及び1kＮの荷重をかけることができるものとする。
（ｃ）全自動式：手動式と同等の荷重を機械的にロッドに自動でかけることができるものとし、荷重計など
　　　による制御装置を用いて力をかけなければならないものとする。ただし、0Ｎ～1000Ｎの任意の荷重を
　　　かけることができるものであってもよい。

30°先端から最大径までの長さ 150

全長で先端へ向かって1回の右ねじれの距離 200 20
45°

単位 mm

φ195

2.5 φ33

2025110041
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NTT空間情報 GEOSPACE(電子地図)

NTT空間情報 GEOSPACE(電子地図) NTT空間情報 GEOSPACE(航空写真)

・美作落合駅　直線距離429m　徒歩5分　※徒歩1分=80mで計算しています

・落合小学校　直線距離1317m　徒歩22分　※徒歩1分=60mで計算しています
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国土地理院　淡色地図

この地図は、応用地質株式会社が国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分1地形図を複製したものである。（承認番号 平27情複、第761号）

141.5m

津山西部

S9.7.30
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j-shis 表層地盤（微地形区分）

微地形区分図

扇状地

山地

谷底低地

丘陵

扇状地 河川が山地から出た個所に河川が運び出す土砂が堆積して形成された扇形の地形です。主に砂礫から
なり比較的良好な地盤です。しかし、大雨に伴う土石流などの水害を受ける可能性があります。
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更地

舗装
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0.3

3.0

20
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スクリューウエイト貫入試験スクリューウエイト貫入試験



8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

KBM

2025110041

+0.85 m

全自動式SWS

岡山県真庭市西原440-1

西原浄水場太陽光 地盤調査 01

晴れ　

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は住品協推奨式（式2.12.8）を採用しております。

3Wsw+0.05Nsw（粘性土）　2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30Wsw+0.6Nsw　Nswが150以上の場合150とみなしております。

2025年11月14日

1.80 m

1.00 43.0 0.25 25 172 13.5ガリガリ 砂質土 ＞ 120
1.00 38.0 0.50 25 152 12.1ガリガリ 砂質土 ＞ 120
1.00 28.0 0.75 25 112 9.5砂質土 97.2
1.00 20.0 1.00 25 80 7.3砂質土 78.0
1.00 11.0 1.25 25 44 4.9砂質土 56.4
1.00 9.0 1.50 25 36 4.4砂質土 51.6
1.00 44.0 1.75 25 176 13.7ガリガリ 砂質土 ＞ 120
1.00 104.0 1.80 5 2080 141.3打撃10～20回 砂質土 ＞ 120

8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験



8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

KBM

2025110041

+0.89 m

全自動式SWS

岡山県真庭市西原440-1

西原浄水場太陽光 地盤調査 02

晴れ　

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は住品協推奨式（式2.12.8）を採用しております。

3Wsw+0.05Nsw（粘性土）　2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30Wsw+0.6Nsw　Nswが150以上の場合150とみなしております。

2025年11月14日

2.48 m

0.05 0.0 0.25 25 0 0.1砂質土 1.5
1.00 46.0 0.50 25 184 14.3ガリガリ 砂質土 ＞ 120
1.00 40.0 0.75 25 160 12.7砂質土 ＞ 120
1.00 14.0 1.00 25 56 5.7砂質土 63.6
1.00 33.0 1.25 25 132 10.8砂質土 109.2
1.00 34.0 1.50 25 136 11.1砂質土 111.6
1.00 105.0 1.75 25 420 30.1打撃6～10回 砂質土 ＞ 120
1.00 35.0 2.00 25 140 11.3砂質土 114.0
1.00 7.0 2.25 25 28 3.8砂質土 46.8
1.00 108.0 2.48 23 470 33.4打撃6～10回 砂質土 ＞ 120

8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験



8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

KBM

2025110041

+0.83 m

全自動式SWS

岡山県真庭市西原440-1

西原浄水場太陽光 地盤調査 03

晴れ　

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は住品協推奨式（式2.12.8）を採用しております。

3Wsw+0.05Nsw（粘性土）　2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30Wsw+0.6Nsw　Nswが150以上の場合150とみなしております。

2025年11月14日

2.92 m

1.00 13.0 0.25 25 52 5.4砂質土 61.2
1.00 6.0 0.50 25 24 3.6砂質土 44.4
1.00 5.0 0.75 25 20 3.3砂質土 42.0
1.00 8.0 1.00 25 32 4.1砂質土 49.2
1.00 4.0 1.25 25 16 3.0砂質土 39.6
1.00 45.0 1.50 25 180 14.0ジャリジャリ 砂質土 ＞ 120
1.00 50.0 1.75 25 200 15.4ジャリジャリ 砂質土 ＞ 120
1.00 56.0 2.00 25 224 17.0砂質土 ＞ 120
1.00 64.0 2.25 25 256 19.1砂質土 ＞ 120
1.00 67.0 2.50 25 268 19.9砂質土 ＞ 120
1.00 66.0 2.75 25 264 19.6砂質土 ＞ 120
1.00 99.0 2.92 17 582 41.0打撃6～10回 砂質土 ＞ 120

8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験



8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

KBM

2025110041

+0.84 m

全自動式SWS

岡山県真庭市西原440-1

西原浄水場太陽光 地盤調査 04

晴れ　

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は住品協推奨式（式2.12.8）を採用しております。

3Wsw+0.05Nsw（粘性土）　2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30Wsw+0.6Nsw　Nswが150以上の場合150とみなしております。

2025年11月14日

4.24 m

1.00 74.0 0.25 25 296 21.8打撃3回 砂質土 ＞ 120
1.00 8.0 0.50 25 32 4.1ガリガリ 砂質土 49.2
1.00 6.0 0.75 25 24 3.6砂質土 44.4
1.00 6.0 1.00 25 24 3.6砂質土 44.4
1.00 14.0 1.25 25 56 5.7砂質土 63.6
1.00 18.0 1.50 25 72 6.8砂質土 73.2
1.00 19.0 1.75 25 76 7.0砂質土 75.6
1.00 33.0 2.00 25 132 10.8砂質土 109.2
1.00 24.0 2.25 25 96 8.4砂質土 87.6
1.00 36.0 2.50 25 144 11.6砂質土 116.4
1.00 42.0 2.75 25 168 13.2砂質土 ＞ 120
1.00 46.0 3.00 25 184 14.3砂質土 ＞ 120
1.00 43.0 3.25 25 172 13.5砂質土 ＞ 120
1.00 53.0 3.50 25 212 16.2砂質土 ＞ 120
1.00 25.0 3.75 25 100 8.7砂質土 90.0
1.00 8.0 4.00 25 32 4.1砂質土 49.2
1.00 102.0 4.24 24 425 30.4打撃6～10回 砂質土 ＞ 120

8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験



8 スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

KBM

2025110041

+0.86 m

全自動式SWS

岡山県真庭市西原440-1

西原浄水場太陽光 地盤調査 05

晴れ　

換算Ｎ値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力の計算式は住品協推奨式（式2.12.8）を採用しております。

3Wsw+0.05Nsw（粘性土）　2Wsw+0.067Nsw（砂質土）

qa=30Wsw+0.6Nsw　Nswが150以上の場合150とみなしております。

2025年11月14日

2.36 m

1.00 43.0 0.25 25 172 13.5ガリガリ 砂質土 ＞ 120
1.00 18.0 0.50 25 72 6.8砂質土 73.2
1.00 7.0 0.75 25 28 3.8砂質土 46.8
1.00 5.0 1.00 25 20 3.3砂質土 42.0
1.00 17.0 1.25 25 68 6.5ジャリジャリ 砂質土 70.8
1.00 71.0 1.50 25 284 21.0砂質土 ＞ 120
1.00 8.0 1.75 25 32 4.1砂質土 49.2
1.00 8.0 2.00 25 32 4.1砂質土 49.2
1.00 19.0 2.25 25 76 7.0砂質土 75.6
1.00 112.0 2.36 11 1018 70.2打撃6～10回 砂質土 ＞ 120



西原浄水場太陽光 地盤調査

スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 
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+0.85 m

01

1.80 m

2025110041

+0.89 m

02

2.48 m

2025110041

+0.83 m

03

2.92 m

2025110041

+0.84 m

04

4.24 m

2025110041

+0.86 m

05

2.36 m

スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 
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西原浄水場太陽光 地盤調査

01

+0.85 m

1.80 m

02

+0.89 m

2.48 m

03

+0.83 m

2.92 m

04

+0.84 m

4.24 m

05

+0.86 m

2.36 m

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 

10 換算Ｎ値柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表 
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その他
30KN以下 30KN～60KN未満 60KN以上～90KN未満
90KN以上～120KN未満 120KN以上

11
スクリューウエイト貫入試験

KBM +0.83 m
03 2.92 m

KBM +0.84 m
04 4.24 m

KBM +0.85 m
01 1.80 m

KBM +0.89 m
02 2.48 m

KBM +0.84 m
04 4.24 m

KBM +0.86 m
05 2.36 m

30 60 90 120150 30 60 90 120150 30 60 90 120150

30 60 90 120150 30 60 90 120150 30 60 90 120150



長期許容応力度は各測点で計算した値の最小値を採用しています。

2025110041

測定データ無

無
無
無
無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

測定データ無

97.097
117.75

86.5
64

59.75

01
02
03
04
05

0.25
0.25
0.25
0.25
0.25

65.9

0.25
0.25
0.25
0.25
0.25

88.3
100.7
81.9
68.4
65.9

KBM +0.85m

KBM +0.89m

KBM +0.83m

KBM +0.84m

KBM +0.86m

1
1
1
1
1

12
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出典：応用地質株式会社「簡易液状化マップ」※J-SHIS表層地盤(微地形区分)を基に作成

出典：日本の液状化履歴マップ745-2008（若松加寿江著：東京大学出版社）※地名等による液状化発生領域は除く

低い

液状化の可能性と被害の大きさは必ずしも一致しません。また、地形の情報をもとにした概略
判定になりますので、詳細な結果を確認したい場合は液状化調査をご検討ください。

なし

該当地から半径2km圏内に、過去液状化が発生した履歴は確認できませんでした。
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小

2025110041

見当たらず

1.80 m

該当なし

01

近隣データ、SWS感触

調査孔に鉄筋棒を差し込んで
測定
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15
スクリューウエイト貫入試験

2025110041

15
スクリューウエイト貫入試験

スクリューポイント確認

測点No.1 測点No.2

測点No.3 測点No.4

調査地全景
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15
スクリューウエイト貫入試験

KBM 前面道路

測点No.5 付着土



ガリガリ 

taki-
引き出し線
ロッドにかかっている重錘の重さです。
数値が低いほど地盤が軟弱であることを示しています。


taki-
引き出し線
回転のみでは貫入しないときに行い、明確に固い地盤かどうかを判断する材料となります。


taki-
引き出し線
試験時の音感触や周囲の地形やボーリング結果から総合的に判断し、土を分類（推定）しています。


taki-
引き出し線
180度の回転を1とカウントします。回転数が多いほど地盤が締まっていることを示しています。


taki-
引き出し線
試験時にロッドを通じて伝播してきます。地下の土質を判別する材料となります。


taki-
引き出し線
1㎡あたりいくらの荷重まで支えることができるかを示しています。


taki-
引き出し線
SWS試験の残孔を利用して測定した参考水位です。


taki-
テキスト ボックス



taki-
テキスト ボックス


taki-
テキスト ボックス


taki-
テキスト ボックス


taki-
引き出し線
基準の高さ（＝KBM）に対する調査地点の高を示しています。


taki-
テキスト ボックス
付録：試験結果の見方


taki-
引き出し線
地盤の固さを表す指標値で、数値が大きいほど固いことを示しています。





